






Type Thesis or Dissertation
Textversionnone
Kyoto University
氏 名 山 田 郎
やま だ いち ろう
学 位 の 種 類 医 学 博 士
学 位 記 番 号 論 医 博 第 4 9 3 号
学位授与の日付 昭 和 47 年 3 月 23 日
学位授与の要件 学 位 規 則 第 5 粂 第 2 項 該 当
学位論文題目 歯性病巣感染成立機序に関する神経病理学的研究
(主 査)
論文 調査委員 教 授 美濃口 玄 教 授 岡 本 耕 造 教 授 岡 本 道 雄













歯周組織は16日目に上皮の再附着が認められ, 主要臓器の組織異常は極 く軽度で肝臓では充密血, 肝細







Unna-Pappenhaim染色による半月及び上演神経節細胞は, 切断後10-13日目に Chromatolysis, 周辺性
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崩壊像, 空胞形成, 核の偏在が見られ, のちこれらの変化は回復し31日目では正常に復していた｡





主要臓器組織異状は極 く軽度で, 肝臓ではダリソソ鞘内細胞浸潤, 腎臓は糸球体の変化, 肺臓は問質の














但し肝臓, 腎臓, 肺臓等主要臓器に軽度の組織異常を認めたが, 両群の問に本質的な差異はなかったが
感作群に棺強度に出現した｡
第2編に於ては下歯槽神経の切断を行なって組織化学的検索を試みUnna-Pappenheim染色による半月
及び上預神経節細胞の変性, 核内 Feulgen反応陽性物質の変化, 切断中枢側の髄鞘及び軸索の異常, 主
要臓器の組織病変等を認めた｡
以上のことから歯周組織障害から三叉神経に一定の組織学的変化が現われ,また上頚神経節の Chroma･
tolysisは自律神経線維を介して末梢刺戟が上頚神経節に派及したものと考えられ, 主要臓器に現われた組
織病変と共に, 歯性病巣感染成立機序に神経学的要因も何らかの役割を果しているものと推測される｡
よって, 本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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